


世
界
か
ら
見
た
と
き
、
日
本
は
そ
れ
ほ

ど
魅
力
的
な
国
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
行

っ
て
み
た
い
国
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
30
位

で
、
タ
イ
や
ク
ロ
ア
チ
ア
な
ど
よ
り
下
位

に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
「
日
本
に
は
経

済
し
か
な
い
、
文
化
が
な
い
」
と
思
わ
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
払

し
ょ
く
で
き
る
の
は
、
日
本
固
有
の
文
化
・

自
然
と
ア
ー
ト
を
結
び
付
け
る
地
域
づ
く

り
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
関
わ
っ
て
い
る
人
口
３
、
５
０
０

人
の
直
島
に
は
、
毎
年
人
口
の
30
倍
の
人

が
訪
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
旅
行
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
パ
リ
な
ど
と
並
ん
で

直
島
が
世
界
の
７
大
名
所
に
数
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
映
画
「
０
０
７
」
の
ロ
ケ
地
に

も
な
り
ま
し
た
。
で
も
越
後
妻
有
は
、
直

島
以
上
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

温
泉
、
き
も
の
、
そ
ば
、
里
山
、
棚
田
、

そ
し
て
数
千
年
の
歴
史
が
あ
り
、
こ
こ
に

現
代
美
術
の
活
動
を
10
年
近
く
積
み
重
ね

そ
し
て
、
国
が
進
め
る
「
ビ
ジ
ッ
ト
ジ

ャ
パ
ン
」
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
「
海

の
直
島
」
と
「
山
の
越
後
妻
有
」
が
認
知

さ
れ
る
よ
う
に
活
動
を
展
開
し
て
い
く
必

要
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
、
こ

の
「
第
３
回
大
地
の
芸
術
祭
」
を
成
功
さ

せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
自
分

た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
、
一
人
で
も
多
く

の
人
た
ち
を
受
け
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
経
済
は
文
化
の
し
も
べ
」
と
い
う
の

が
私
の
信
念
で
す
。
経
済
人
の
は
し
く
れ

と
し
て
、
私
も
で
き
る
限
り
の
応
援
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
ほ
か
よ
り
抜
き
ん

出
て
進
ん
で
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
、
他
の
地
域
が
後
追
い
し
よ
う

と
し
て
も
、
も
う
で
き
ま
せ
ん
。

今
年
第
３
回
の
大
地
の
芸
術
祭
と
の
こ

と
で
す
が
、
こ
れ
を
４
回
、
５
回
と
続
け

る
こ
と
で
、
ス
イ
ス
の
バ
ー
ゼ
ル
や
イ
タ

リ
ア
の
ベ
ネ
チ
ア
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
ア

ー
ト
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
み
ん

な
が
心
を
一
つ
に
し
て
夢
を
持
っ
て
生
き

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
さ
ら
に
大
事
な
の

は
、
最
初
か
ら
「
世
界
の
人
た
ち
を
引
き

付
け
る
地
域
づ
く
り
」
を
め
ざ
す
こ
と
で

す
。
「
日
本
一
」
な
ん
て
小
さ
い
し
、
そ

う
い
う
時
代
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。

今
、
日
本
が
世
界
に
誇
れ
る
文
化
を
持

つ
と
こ
ろ
は
奈
良
、
京
都
を
除
け
ば
３
か

所
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
金

沢
、
瀬
戸
内
海
の
直な

お

島し
ま

、
そ
し
て
こ
こ
越

後
妻
有
で
す
。
な
ぜ
か
と
言
え
ば
、
そ
こ

に
は
他
の
地
域
が
置
き
忘
れ
て
き
た
日
本

人
の
魂
が
あ
る
か
ら
で
す
。

東
京
な
ど
の
大
都
会
で
は
、
建
物
な
ど

は
30
年
〜
50
年
サ
イ
ク
ル
で
作
っ
て
は
壊

す
繰
り
返
し
で
す
。
今
最
先
端
の
も
の
を

作
っ
て
も
次
の
世
代
に
壊
さ
れ
る
運
命
に

あ
り
ま
す
。
文
化
活
動
も
同
じ
で
、
高
級

娯
楽
は
あ
っ
て
も
、
い
る
の
は
「
お
客
」

ば
か
り
で
「
参
加
者
」
は
い
ま
せ
ん
。
す

ぐ
に
飽
き
ら
れ
る
使
い
捨
て
の
も
の
、
こ

れ
は
文
化
と
は
呼
べ
ま
せ
ん
。文
化
と
は
、

地
域
の
人
た
ち
の
努
力
の
積
み
重
ね
に
よ

っ
て
の
み
生
ま
れ
る
も
の
で
す
。
こ
こ
に

は
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

文
化
と
は
努
力
の
積
み
重
ね

最
初
は
「
わ
か
ら
ん
」
で
い
い

街
を
元
気
に
し

世
界
に
名
を
知
ら
し
め
る
街
づ
く
り
と
は
　

講
師
　
㈱
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

ベ
ネ
ッ
セ
ア
ー
ト
サ
イ
ト
直
島
主
宰
／
地
中
美
術
館
理
事
長

福
　
武
　
總
一
郎

氏

こ
れ
か
ら
、
世
界
に
通
用
す
る
地
域
と

い
う
の
は
「
歴
史
」「
文
化
」「
現
代
美
術
」

が
結
び
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
、
国
を

は
じ
め
多
く
の
自
治
体
が
気
づ
い
て
き
て

い
ま
す
。

現
代
美
術
は
、
社
会
の
矛
盾
や
課
題
を

問
い
か
け
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
す
。
こ
れ
は
、
東
京
な
ど
都
会
の
美

術
館
で
は
生
か
せ
ま
せ
ん
。
歴
史
と
大
自

然
の
中
で
、
地
域
の
人
た
ち
の
参
加
の
も

と
に
展
開
し
て
初
め
て
意
味
を
持
つ
の
で

す
。
最
初
は
、
「
現
代
ア
ー
ト
な
ん
て
何

の
こ
っ
ち
ゃ
わ
か
ら
ん
」
で
い
い
と
思
い

ま
す
。
く
り
返
す
こ
と
で
愛
情
・
愛
着
が

生
ま
れ
、
ご
く
自
然
に
人
も
元
気
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
現
代
ア
ー
ト
も

わ
か
る
よ
う
に
な
る
か
ら
不
思
議
で
す
。
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経
済
は
文
化
の
た
め
に
あ
る

「
日
本
一
」
な
ん
て
小
さ
い
！

直
島
・
地
中
美
術
館
（
手
前
）

「地域グループ・サポーター」の皆さんの活動が、
作家と地域の結びつきを深めます

企画発表会には、新潟県選出の国会議員、
県議会議員、近隣市長などの来賓が出席
しました

今回も「こへび隊」の皆さんの活躍が
期待されます総合コーディネーター・北川フラム氏による企画発表

多くの美術の教科書に大地の芸術祭が取り上げられて
いることなども報告されました



い
く
リ
レ
ー
形
式
の
「
現
代
い
け
ば
な
美

術
館
」
を
展
開
し
、
そ
こ
で
各
流
派
が
そ

れ
ぞ
れ
の
「
技
」
を
披
露
し
ま
す
。

日
時
‥
７
月
23
日
a

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
時
間
は
予
定
）

会
場
‥
越
後
妻
有
交
流
館

キ
ナ
ー
レ
（
本
町
６
）

内
容
‥
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
紹
介
な
ど

日
時
‥
７
月
22
日
g
時
間
は
後
日
決
定

会
場
‥
神
明
水
辺
公
園
（
貝
ノ
川
）

内
容
‥
観
世
清
和
と
石
田
幸
雄
ら
に
よ
る

能
・
狂
言
公
演
を
芸
術
祭
の
前
夜

祭
と
し
て
開
催

（
演
目
予
定：

能
「
羽
衣
」、

狂
言
「
佐
渡
狐
」）

日
時
‥
８
月
５
日
g
・
６
日
a

時
間
は
後
日
決
定

会
場
‥
室
野
地
区
内
水
田
な
ど
（
室
野
）

内
容
‥
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
中
央

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
台
湾
、
日

本
各
地
の
太
鼓
集
団
に
よ
る
演
奏

日
時
‥
８
月
５
日
g
・
６
日
a

会
場
‥
旧
三
省
小
学
校
（
小
谷
）

時
間
は
後
日
決
定

内
容
‥
前
２
回
か
ら
継
続
の
環
境
を
テ
ー

マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を

開
催

日
時
‥
８
月
１
日
c
・
２
日
d

会
場
‥
小
白
倉
集
落

内
容
‥
い
け
ば
な
を
は
じ
め
、
花
材
採

集
・
花
器
づ
く
り
を
家
族
参
加
で

体
験
す
る
、
ユ
ニ
ー
ク
な
キ
ャ
ン

プ
形
式
の
ス
ク
ー
ル

日
時
‥
８
月
10
日
e
・
11
日
f

会
場
‥
十
日
町
中
心
市
街
地

内
容
‥
わ
ら
を
雪
の
道
に
見
立
て
た
ス
テ

ー
ジ
と
、
雪
の
降
る
映
像
を
投
影

し
た
空
間
で
、
着
物
を
中
心
と
し

た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
開
催

日
時
／
会
場：

会
期
中
随
時
開
催

内
容
‥
舞
踏
家
の
森
繁
哉
に
よ
る
、
妻
有

の
農
業
を
身
体
で
表
現
す
る
創
作

舞
踏
の
公
演

ズ
と
融
合
さ
せ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
（
９
月
２
日
g
）
や
人
形
浄
瑠

璃
公
演
（
９
月
３
日
a
）
を
開
催

日
時
‥
９
月
10
日
a

午
後
５
時
〜
６
時
30
分

会
場
‥
ゆ
く
ら
の
原
っ
ぱ
（
ゆ
く
ら
妻
有

北
側
河
川
公
園
／
芋
川
）

内
容
‥
セ
レ
モ
ニ
ー
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、

地
元
出
店
、
な
ど

※
イ
ベ
ン
ト
は
入
場
料
・
参
加
費
を
い
た

だ
く
予
定
で
す
。
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約
40
棟
の
空
き
家
・
廃
校
を
改
修
し
て

活
用
。
芸
術
祭
作
品
の
設
置
・
展
開
の
場

と
す
る
と
と
も
に
建
物
の
有
効
活
用
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
一
部
に
つ
い
て
は
オ
ー

ナ
ー
を
募
集
し
、
「
里
山
の
美
術
館
」
と

し
て
再
生
さ
せ
ま
す
。

「
願
入
陶
芸
村
」

越
後
妻
有
は
、
世
界
の
や
き
も
の
史
に

そ
の
名
を
残
す
縄
文
中
期
の
火
焔
型
土
器

を
生
み
出
し
た
土
地
。
い
わ
ば
日
本
の
や

き
も
の
の
原
点
で
も
あ
る
こ
の
地
域
で
、

妻
有
の
土
と
釉
う
わ
ぐ
す
り

の
風
化
石
を
使
い
、
「
妻

有
焼
」
の
誕
生
を
試
み
ま
す
。

願
入
集
落
を
中
心
に
空
家
を
活
用
し
て

陶
芸
工
房
と
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
。
会

期
中
は
全
国
か
ら
第
一
線
の
陶
芸
家
８
人

が
集
っ
て
作
品
を
展
開
し
、
会
期
後
も
工

房
を
「
妻
有
焼
」
の
拠
点
と
し
て
い
く
予

定
で
す
。

「
小
白
倉
い
け
ば
な
美
術
館
」

現
代
の
息
吹
を
感
じ
さ
せ
る
新
し
い
い

け
ば
な
を
創
造
し
よ
う
と
、
そ
の
先
端
を

走
り
続
け
る
各
流
派
を
代
表
す
る
21
人
の

作
家
が
小
白
倉
集
落
に
参
集
。
民
家
４
軒

を
舞
台
に
、
１
週
間
単
位
で
花
を
い
け
て

◆会期：７月23日A～９月10日A 50日間　

◆会場：十日町市・津南町（圏域面積：760H）

◆主催：大地の芸術祭実行委員会

◆実行委員長：田口直人（十日町市長）

◆名誉実行委員長：泉田裕彦（新潟県知事）

◆総合ディレクター：北川フラム

◆アドバイザー：トム・フィンケルパール（アメリカ）、ホウ・ハンルゥ（中国／フランス）、

ヤン・チェル・リー（韓国）、中原佑介（日本）、オル・オギュイベ（ナイジェリア）、

ジェームズ・パットナム（イギリス）、ウルリッヒ・シュナイダー（ドイツ）

◆アーティスト：約200組　約40の国と地域から参加

◆延作品数：約330点（これまでに設置した恒久作品130点を含む）

◆開催概要

③世界太鼓フェスティバル会場イメージ

⑦森繁哉ダンス公演（昨年のもの）

◆
今
回
の
見
ど
こ
ろ

①
空
き
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

②
大
地
の
ア
ー
ト
│
│
土

③
大
地
の
ア
ー
ト
│
│
植
物

④
地
球
環
境
セ
ミ
ナ
ー

⑥K
IM
O
N
O
fa
sh
io
n
-sh
o
w

（
き
も
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
）

⑦
森
繁
哉
ダ
ン
ス
公
演

⑧
文
楽
の
世
界

⑨
閉
会
式

⑤
い
け
ば
な
里
山
学
校

③
世
界
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

①
開
会
式

②
震
災
復
興
祈
願
・
神
明
水
辺

公
園
能
舞
台
こ
け
ら
落
し

◆
主
な
イ
ベ
ン
ト

日
時
／
会
場
‥

９
月
２
日
g
／

儀
明
劇
場
「
倉
」（
儀
明
）

９
月
３
日
a
／

ま
つ
だ
い
「
農
舞
台
」（
松
代
）

時
間
は
い
ず
れ
も
後
日
決
定

内
容
‥
日
本
の
３
大
古
典
芸
能
と
し
て
世

界
文
化
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
る

文
楽
（
人
形
浄
瑠
璃
）
を
、
ジ
ャ



リ
ナ
・
バ
ナ
ジ
ー
（
鉢
）、
ド
ミ
ニ
ク
・

ペ
ロ
ー
（
貝
ノ
川
）、
菊
池
歩
（
中
平
）、

原
高
史
（
中
心
市
街
地
）
ほ
か

朝
岡
あ
か
ね
（
中
屋
敷
）
、
早
川
尚
洞

（
小
白
倉
）
、
カ
ア
リ
ナ
･
カ
イ
コ
ネ
ン

（
中
仙
田
）、
パ
ヴ
ェ
ル
･
ム
ル
ク
ス
（
大

白
倉
）
ほ
か

井
出
創
太
郎
＋
高
浜
利
也
（
小
出
）
、

芝
裕
子
（
東
田
尻
）
、
吉
田
明
（
芋
川
）

ほ
かセ

シ
ル
･
ア
ン
ド
リ
ュ
（
千
年
）
、
リ

チ
ャ
ー
ド
･
デ
ィ
ー
コ
ン
（
桐
山
）、
磯
辺

行
久
（
室
野
）、
中
村
敬
（
儀
明
）
ほ
か

ア
イ
ガ
ル
ス
･
ビ
ク
シ
ェ
（
小
谷
）
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ボ
ル
タ
ン
ス
キ
ー
＋
ジ

ャ
ン
･
カ
ル
マ
ン
（
東
川
）
、
竹
内
美
紀

子
（
上
鰕
池
）、
ナ
リ
･
ワ
ー
ド
（
浦
田
）

ほ
か

蔡
国
強
（
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
）
、
原

す
が
ね
（
足
滝
）
、
小
日
向
千
秋
（
な
じ

ょ
も
ん
）
ほ
か

（
地
域
未
定
な
ど
）

フ
タ
ボ
ン
コ
、
川
俣
正
、
た
ほ
り
つ
こ

ほ
か２

０
０
を
超
え
る
作
品
は
、
い
ず
れ
も

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
豊
か
な
感
性
や
高
い
技

巧
に
よ
り
制
作
・
展
開
さ
れ
ま
す
が
、
現

在
、
注
目
す
べ
き
作
品
と
し
て
評
価
を
得

て
い
る
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介

し
ま
す
。

①
古
郡
弘
「
脱
衣
・
み
し
ゃ
ぐ
ち
」

（
十
日
町
地
域
）

２
０
０
３
年
の
前
回
と
同
様
、
土
と
わ

ら
を
お
も
な
材
料
と
し
て
、
建
物
の
よ
う

な
大
き
な
作
品
を
出
現
さ
せ
ま
す
。
今
回

の
作
品
は
外
側
か
ら
の
鑑
賞
だ
け
で
な
く
、

作
品
の
内
側
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
予
定

で
す
。
訪
れ
た
人
は
、
外
観
の
迫
力
に
加

え
て
、
作
品
の
中
で
「
大
地
」
に
包
ま
れ

る
よ
う
な
体
験
が
で
き
ま
す
。

②
井
出
創
太
郎
＋
高
浜
利
也

「
小
出
の
家
」（
中
里
地
域
）

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
企
画
振
興

課
　
1
７
５
７
│
２
６
３
７
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
７

５
７
│
２
２
８
５

※
十
日
町
市
と
津
南
町
の
住
民
の
み
、
地
域
パ
ス

ポ
ー
ト
を
購
入
で
き
ま
す
。

※
パ
ス
ポ
ー
ト
１
枚
に
つ
き
各
作
品
１
回
の
み
鑑

賞
で
き
ま
す
。
ま
た
温
泉
施
設
や
各
種
資
料
館

の
入
場
割
引
、
イ
ベ
ン
ト
の
優
待
な
ど
の
特
典

が
あ
り
ま
す
。

※
市
内
小
中
学
生
の
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
７
月
上
旬
、

学
校
を
通
じ
て
配
布
す
る
予
定
で
す
。

ョ
ン
（
仮
設
）
作
品
と
し
て
公
開
し
ま
す
。

③
リ
チ
ャ
ー
ド
・
デ
ィ
ー
コ
ン

「
マ
ウ
ン
テ
ン
」（
松
代
地
域
）

勇
壮
な
黒
姫
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
る

風
光
明
媚
な
場
所
に
、
ベ
ン
チ
と
し
て
利

用
で
き
る
オ
ブ
ジ
ェ
を
設
置
し
ま
す
。
今

夏
か
ら
、
特
に
夕
暮
れ
時
、
若
者
か
ら
年

配
ま
で
が
集
う
魅
力
的
な
ス
ポ
ッ
ト
に
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

④
日
本
大
学
芸
術
学
部
彫
刻
コ
ー
ス
有
志

「
脱
皮
す
る
家
」（
松
代
地
域
）

「
彫
刻
刀
で
削
っ
て
一
皮
剥む

く
」
と
い

う
〝
も
の
づ
く
り
〞
に
と
っ
て
根
源
的
な

手
法
に
よ
り
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
家
屋

を
再
生
さ
せ
る
と
い
う
作
品
。
昨
年
の
夏

か
ら
始
ま
っ
た
作
業
は
、
現
在
も
大
勢
の

ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
継
続
中
で
す
。
あ
ら
ゆ

る
と
こ
ろ
を
削
ら
れ
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た

家
屋
は
、見
る
人
を
圧
倒
す
る
は
ず
で
す
。

（
表
紙
の
写
真
参
照
）

⑤
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ボ
ル
タ
ン
ス
キ
ー
＋

ジ
ャ
ン
・
カ
ル
マ
ン

（
作
品
名
は
未
定
／
松
之
山
地
域
）

２
０
０
３
年
と
同
様
、
廃
校
の
全
空
間

を
使
っ
て
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
作
品
を
設

置
し
ま
す
。
こ
れ
は
い
わ
ば
廃
校
か
ら
再

生
さ
れ
た
「
美
術
館
」
。
静
か
な
暗
闘
の

中
、
光
・
音
・
映
像
の
数
々
の
幻
想
的
な

演
出
に
、
訪
れ
た
人
は
大
い
に
魅
せ
ら
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
家
屋
を
、
実
際
に

使
用
可
能
な
も
の
へ
再
生
さ
せ
る
試
み
の

ひ
と
つ
。
壁
面
・
天
井
に
銅
版
画
を
施
し

て
建
物
に
「
顔
」
を
与
え
、
改
修
工
事
な
ど

再
生
ま
で
の
道
の
り
も
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ

①
地
域
パ
ス
ポ
ー
ト
事
前
購
入
申
込

次
の
所
に
地
域
パ
ス
ポ
ー
ト
の
予
約
申

込
書
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

後
日
（
予
定
６
月
）
、
地
域
パ
ス
ポ
ー
ト

と
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
、
料
金
の
納
付
書
を
お

届
け
し
ま
す
。

■
広
域
事
務
組
合
企
画
振
興
課
　

■
市
役
所
総
合
政
策
課

■
各
支
所
地
域
振
興
課

②
パ
ス
ポ
ー
ト
販
売

地
域
パ
ス
ポ
ー
ト
は
前
記
場
所
で
６
月

以
降
に
販
売
し
ま
す
。市
民
の
皆
さ
ん
は
、

な
る
べ
く
会
期
前
（
７
月
22
日
g
ま
で
）

に
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
そ
の
他

の
パ
ス
ポ
ー
ト
は
市
内
の
各
施
設
で
販
売

す
る
予
定
で
す
。
販
売
場
所
で
は
販
売
表

示
を
し
ま
す
が
、
詳
し
く
は
下
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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◆
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

地
域
別
内
訳

（
４
月
10
日
現
在

カ
ッ
コ
内
は
予
定
場
所
）

◆
注
目
の
作
品
な
ど

「
大
地
の
芸
術
祭
」
は
地
域
全
体
を
一

つ
の
美
術
館
に
見
立
て
て
お
り
、
鑑
賞
す

る
人
か
ら
「
入
館
料
」

と
し
て
パ
ス
ポ

ー
ト
を
購
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
第
３
回
展
も
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
、
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
価
格
に
つ
い
て
は
下
表
の
と
お

り
で
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
地
域
パ

ス
ポ
ー
ト
を
特
別
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

◆
パ
ス
ポ
ー
ト

◆
問
合
せ
先

①
十
日
町
地
域
（
68
作
品
）

②
川
西
地
域
（
38
作
品
）

③
中
里
地
域
（
16
作
品
）

④
松
代
地
域
（
44
作
品
）

⑤
松
之
山
地
域
（
８
作
品
）

⑥
津
南
町
（
８
作
品
）

⑦
そ
の
他
（
24
作
品
）

③リチャード・ディーコン作品イメージ

①
古
郡
作
品

参
考
イ
メ
ー
ジ

（
写
真
は
前
回
の
も
の
）

④
日
大
芸
術
学
部
作
品
イ
メ
ー
ジ

②
井
出
・
高
浜
作
品
イ
メ
ー
ジ

⑤
ボ
ル
タ
ン
ス
キ
ー
＋

カ
ル
マ
ン
作
品
イ
メ
ー
ジ

第３回大地の芸術祭 パスポート価格

区　　分

一　　　般

学　　　生

シ ル バ ー
（65歳以上）

小・中学生

一 般 販 売

前売り

3,000円

当　日

3,500円

2,000円2,500円

500円800円

1,800円1,000円

400円

個　別

鑑賞券

１日パス

当日のみ有効

地　　域

パスポート

300円

無料配布



5

行
政
の
企
画
調
整
力
の
充
実
強
化
を
図

り
ま
す
。

事
務
処
理
の
迅
速
化
と
公
平
な
サ
ー
ビ

ス
水
準
の
確
保
を
図
る
た
め
、
本
庁
と
支

所
の
機
能
分
担
と
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

課
･
局
･
室
･
係
等
の
統
廃
合
を
進
め
、

組
織
の
簡
素
化
を
図
り
ま
す
。

市
の
個
性
を
生
か
し
た
創
造
性
豊
か
な

政
策
が
立
案
で
き
る
よ
う
、
職
員
の
意
識

改
革
と
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

改
革
の
重
点
取
組
項
目

（
要
旨
）

十
日
町
市
行
政
創
造
プ
ラ
ン

市
で
は
、
合
併
後
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
体
制
を
築
く
た
め
、「
十
日

町
市
行
政
創
造
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
行
政
組
織
の
改
革
、
財
政

の
改
革
、
新
し
い
公
共
空
間
（
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
場
）
の
創
出
を
３
本
柱
と
し
、
平
成
18
年
度
か
ら
５
年
間
で
11
項
目
の

改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。
本
プ
ラ
ン
は
、
市
役
所
本
庁
、
情
報
館
、
各
公

民
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

第
三
セ
ク
タ
ー
で
特
に
重
要
な
も
の
は
、

そ
の
経
営
状
況
を
市
民
に
公
表
し
ま
す
。

市
内
で
同
種
の
業
務
を
展
開
し
て
い
る

第
三
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス

の
拡
大
や
経
費
の
節
減
の
た
め
、
事
業
の

連
携
や
組
織
の
統
合
を
図
り
ま
す
。
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千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
盛
況

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
！

「賑
にぎ

わい空間」

しゅん工を祝い、式典の中で「天神ばやし」を披露する
上野天神ばやし保存会の皆さん

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
く
す
玉
が
開
か
れ
る
と

大
き
な
拍
手
が
わ
き
上
が
り
ま
し
た

「
津
軽
三
味
線

２
代
目
高
橋
竹
山
コ
ン
サ
ー
ト
」

既
存
の
民
謡
に
こ
だ
わ
ら
な
い
高
橋
さ

ん
の
独
自
の
音
楽
表
現
に
、
集
ま
っ
た

お
よ
そ
２
５
０
人
の
観
客
も
引
き
込
ま

れ
て
い
ま
し
た

千年の森ホール開館記念として行われたコンサート。テレビでお
なじみの作曲家青島広志さんの軽妙な語りや演奏、声楽家などに
よる歌声が満席（250席）の観客を魅了しました

千
手
中
央
コ
ミ
セ
ン
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念

と
し
て
開
催
さ
れ
た
「
さ
ぁ
さ
来
ぬ
か
の

祭
り
」。沖
立
女
神み

輿こ
し

の
入
場
か
ら
始
ま
り
、

福
ま
き
・
プ
チ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た

4月15日G

4月6日E

12

効
果
的
な
事
務
事
業
を
優
先
的
に
実
施

す
る
た
め
、政
策
･
施
策
の
体
系
に
基
づ
き

事
務
事
業
の
整
理
･
統
廃
合
を
行
い
ま
す
。

行
政
評
価
制
度
を
導
入
し
、
市
民
に
わ

か
り
や
す
く
公
表
し
な
が
ら
事
務
事
業
の

整
理
・
統
廃
合
を
進
め
ま
す
。

7

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
し
て
、
企

業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
業
務
委
託
や
指
定
管
理

者
制
度
の
拡
大
な
ど
、
市
民
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
公
益
的
活
動
を
行
っ
て
い

る
市
民
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る

と
と
も
に
、
公
共
施
設
を
活
動
拠
点
と
し

て
提
供
す
る
な
ど
、
市
民
活
動
を
支
援
し

ま
す
。 10地

域
協
議
会
の
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
、
地
域
住
民
の
知
恵
を
結
集
し
た
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

地
縁
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
市
民
の
自
治
意
識
の
高
揚
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

11 市
民
か
ら
の
政
策
形
成
へ
の
参
画
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。
市
民
参
画
の
手
法
を
整

理
・
体
系
化
し
、「
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
制

定
を
目
指
し
ま
す
。

9

予
算
編
成
方
法
の
見
直
し
な
ど
大
胆
な

財
政
運
営
の
改
革
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
予
算
や
財
政
状
況
を
わ
か
り
や
す
く

市
民
に
公
表
し
て
い
き
ま
す
。
財
政
調
整

基
金
の
積
み
立
て
を
計
画
的
に
行
い
ま
す
。

6行
政
情
報
を
積
極
的
に
公
開
し
、
市
民

と
の
情
報
の
共
有
化
を
図
り
ま
す
。
特
に

高
速
情
報
通
信
網
整
備
に
よ
る
情
報
発
信

力
や
通
信
の
双
方
向
性
を
利
用
し
て
、
行

政
情
報
の
発
信
や
市
民
か
ら
の
情
報
の
収

集
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

8

職
務
と
職
責
に
応
じ
た
給
与
体
系
に
転

換
す
る
と
と
も
に
、国
に
準
じ
、地
域
給
与

を
反
映
し
た
給
与
構
造
改
革
を
行
い
ま
す
。

早
期
に
人
口
規
模
に
見
合
っ
た
職
員
数

に
削
減
し
ま
す
。

施
設
管
理
や
専
門
的
業
務
の
民
間
委
託

を
積
極
的
に
推
進
し
、
経
費
の
節
減
を
図

り
ま
す
。

遊
休
施
設
の
機
能
転
換
や
統
廃
合
に
取

り
組
み
ま
す
。

34

総
合
政
策
課
行
革
協
働
係

1
７
５
７
―
３
１
１
１

（
内
線
２
２
９
）

問合せ

能
率
性
を
重
視
し
た

行
政
体
へ
の
改
革

職
員
の
意
識
改
革
と

能
力
向
上

人
件
費
の
削
減

経
費
の
節
減

事
務
事
業
の
整
理
・

統
合

政
策
形
成
過
程
へ
の

市
民
参
画
の
推
進

情
報
の
共
有
化

第
三
セ
ク
タ
ー
の

見
直
し

市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

地
域
自
治
の

仕
組
み
づ
く
り

賑わいのまちづくり座談会「耕すように、まちを育
てよう」。地域協議会や商工会などの関係者約50人が
参加し、賑わい空間と街路事業の関連など、これか
らの川西地域のまちづくりについて語り合いました

４
月
６
日
E
、
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
同
館
開
館
式
及
び
「
賑

わ
い
空
間
総
合
竣

し
ゅ
ん

工
式
」
が
行
わ
れ
、
お
よ
そ
２
０
０
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

賑
わ
い
空
間
創
出
事
業
は
、
平
成
10
年
度
か
ら
８
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
旧
川

西
町
が
地
域
の
核
と
し
て
、
ま
た
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
お

よ
そ
２
・
１
ha
の
エ
リ
ア
内
に
温
泉
施
設
、
健
康
増
進
施
設
、
生
涯
学
習
施
設
を

は
じ
め
、
共
同
店
舗
・
産
直
施
設
・
商
工
会
館
な
ど
の
商
業
エ
リ
ア
、
道
路
、
千

手
郵
便
局
や
福
祉
施
設
な
ど
の
関
連
施
設
整
備
を
段
階
的
に
集
積
し
て
き
た
も

の
。
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
し
ゅ
ん
工
を
も
っ
て
、
計
画
さ
れ
た

エ
リ
ア
内
の
施
設
整
備
が
ひ
と
と
お
り
完
了
し
ま
し
た
。
総
合
竣
工
式
・
記
念
イ

ベ
ン
ト
の
中
か
ら
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

４
月
８
日
G

問
合
せ

千手中央
コミュニティセンター
1768-2308

大
胆
な
財
政
運
営
改
革
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企 業 設 置 資 金

新 規 創 業 支 援 資 金

新事業・新技術等開発支援資金

中 小 企 業 振 興 資 金

地 方 産 業 育 成 資 金

小売商業近代化資金

離 職 者 支 援 資 金

経済景気対策特別資金

勤労者住宅建設資金

排水設備等設置資金

克雪住宅づくり資金

住宅等災害復興資金

診療所施設整備資金

地域集会施設建設資金

駐 車 場 設 置 資 金

資　　金　　名 資 金 使 途 貸　　　　付　　　　対　　　　象 貸 付 限 度 額 貸付利率 期　間 取 扱 金 融 機 関 市役所問合せ先

運 転 ・ 設 備
市内に工場または店舗などを有し、かつ同一事業を６か月以上営む
中小企業者（製造業・建設業・運輸通信業・卸売業・サービス業・
小売業など）。ただし、市税など完納している個人・法人

運 転 ・ 設 備
引き続き同一事業を６か月以上営む中小企業（企業グループ及び組

合など含む）。ただし、市税など完納している個人・法人

運 転 ・ 設 備
市内で創業する具体的な計画を有する個人及び企業（創業後５年を
経過していないものを含む）。ただし、市税など完納している個
人・法人

運 転 ・ 設 備
市内に住所または事業所を有し、かつ同一事業を１年以上営む中小
企業者（鉱業・建設業・製造業・卸売業・小売業・飲食業・運輸通
信業・サービス業など）。ただし、市税など完納している個人・法人

用地取得造成建設・
機械設備など設置

市企業設置奨励条例により「奨励企業」の指定を受けた企業

店舗新築・設備
市内に住所または店舗を有し、引き続き同一事業を１年以上営む小

売商業者。ただし、市税など完納している個人・法人

生 活 資 金
市内に居住し、倒産・事業所閉鎖などによる離職者・内職者で、公

共職業安定所に求職票を提出してある者。ただし、市税など完納者

運 転
市内に事業所を有し、引き続き同一事業を３年以上営み、市税など完

納している中小企業者で、不況の影響により直近３か月の売上（生産）高

が前年同期と比較して10％以上減少し、経営に支障をきたしている者

市内に自ら居住するための住宅を新築・改築・購入しようとする勤

労者

集会の場としての施設の新築、新築に準ずる改築・購入、または集

会施設の用に供する土地を購入する者

処理地区内における建築物の所有者または占有者で排水設備などの

設置工事を行う者。ただし、下水道受益者負担金、市税などの完納者

市長の定める区域内に自動車５台以上の収容能力を有する駐車場を

新たに設置する者で、市内在住の個人または法人など

個人または法人（従業員30人未満）で市税などを完納している者、

かつ貸付金の償還が取扱金融機関の定める条件に適合する者

診療所の施設・設備・用地取得、十日町市中魚沼郡医師会の会員で、

会の承認を得た者

市内に住所を有し、被災した住宅に関して市長が発行する被災証明

書の交付を受けた者。ただし、市税など完納者

市土地区画整理事業の地権者で十日町駅西土地区画整理事業付換地
取扱要領の規程に基づく付換地を購入しようとする個人または法
人。ただし、市税など完納者、貸付金の償還能力などを有する者

住 宅 新 築
改 築 ・ 購 入

地域集会施設新改
築・購入・土地購入

排水設備などの

設 置

駐 車 場 設 置

融雪式・耐雪式・
落雪式住宅の新
築・改築・改良

施設・医療機器購
入設置、用地購入

住宅新築・改築・
改修、宅地改修

付 換 地 購 入

500万円
信用保証付 1.95％
信用保証無 2.45％

５年以内

2,000万円
信用保証付 2.00％
信用保証無 2.50％

10年以内

2,000万円
信用保証付 2.00％
信用保証無 2.50％

運転資金
５年以内

設備資金
７年以内

1,000万円
信用保証付 1.95％
信用保証無 2.45％

運転資金
５年以内

設備資金
７年以内

１億5,000万円

（市長特認 ２億円）
1.80％ 11年以内

（据置１年含）

3,000万円 2.05％ 10年以内

50万円 1.75％ ３年以内

1,000万円
信用保証付 1.65％
信用保証無 2.15％

７年以内

500万円
一般貸付　2.30％

担保貸付　2.20％ 20年以内

10年以内

総事業費から、自己資
金・補助金・寄附金な
どを差し引いた額

2.40％ 10年以内

100万円 2.00％

営業用など１億円
その他 1,000万円

2.40％ ５～10年

融雪式・耐雪式 600万円

落雪式 400万円

1.50％

2.00％
15年以内

１億円 2.40％ 10年以内

住宅新築・改修1,000万円
宅地改修 300万円

1.50％ 15年以内

500万円 2.40％ 10年以内

第四・北越・大光・県信用

組合・上越信用金庫・十日

町農協

第四・北越・大光・県信用組

合・上越信用金庫・十日町

農協・労働金庫

第四・北越・大光・県信用組

合・十日町農協・労働金庫

第四・北越・大光・県信用

組合・上越信用金庫・十日

町農協

産業振興課

757-3111（内線238）

総合政策課

757-3111（内線232）

下水道課
752-7441

市民生活課
757-3111（内線151）

建　設　課

757-3111（内線251）

健康支援課
757-3111（内線127）

都市計画課区画整理室
757-3111（内線333）

十日町駅西土地区画整理
事業宅地規模適正化資金

労　働　金　庫

５年以内

※詳細については、取扱金融機関または市役所担当課までお問い合わせください。
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地域の風～支所からのたより～ 地域の風～支所からのたより～

平
成
17
年
の
春
の
山

は
、
ブ
ナ
の
新
緑
が
異

常
に
く
す
ん
で
見
え
ま

し
た
。
こ
れ
は
ブ
ナ
の

花
が
、
ま
れ
に
も
大
量

に
咲
い
た
た
め
で
す

が
、
平
地
の
タ
モ
ギ
の

こ
ず
え
も
異
常
な
塊
が

見
え
ま
し
た
。

タ
モ
ギ
と
は
、
『
田
麦
』
と
当
て
字
を

さ
れ
て
地
名
に
も
使
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
な

じ
み
深
い
樹
木
で
す
。
モ
ク
セ
イ
科
の
落

葉
高
木
で
和
名
を
ヤ
チ
ダ
モ
と
い
い
ま
す
。

こ
の
木
も
雌
雄
異
株
の
雌
株
が
、
数
年
に

一
度
し
か
咲
か
ず
、
ま
た
、
木
が
高
い
の

で
そ
の
実
す
ら
目
に
す
る
機
会
は
あ
り
ま

せ
ん
。
絵
は
あ
る
年
の
台
風
の
後
に
落
ち

た
も
の
を
拾
っ
て
ス
ケ
ッ
チ

し
た
も
の
で
、
珍
し
い
も
の

で
す
。

材
質
は
堅
く
て
木
目
も
よ

く
、
家
具
と
し
て
い
ろ
ん
な

物
に
使
わ
れ
ま
す
。
北
海
道

産
の
良
質
な
雄
株
か
ら
は
軟

式
野
球
の
バ
ッ
ト
に
も
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
畦あ
ぜ

際
に
植
え

て
ハ
セ
（
稲
架
）
に
し
た
も
の
で
す
が
、

そ
れ
も
廃
れ
て
無
用
の
大
木
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

（
文
と
カ
ッ
ト
　
高
橋
八
十
八
）

まつだい駅から西へ車で15分、国道403号を木和田

原集落から左へ折れると竹所集落はあります。しばらく

行くと、和風建築とも洋風建築とも見えるモダンな家が

集落に数軒点在していることに気付きます。一つとして

同じ趣きの家はなく、カラフルなぬり壁の家やれんが作

りの家、かやぶき屋根に石ぶきの屋根とさまざまです。

それぞれ個性豊かではありますが、集落の中で違和感は

なく見事に竹所の自然に溶け込んでいます。

実はこれらの家は元々この竹所集落や近くの集落にあ

った古民家を再生したものです。この古民家再生を手が

けているのは、当集落に在住しているドイツ人のカー

ル・ベンクスさんです。ベンクスさんは、

全国の古民家を再生し

ている有名な建

築デザイナー

で、一度にこれ

だけの再生古民

家を見られるの

は、この竹所集落

のみではないでし

ょうか。

タ
モ
ギ
（
ヤ
チ
ダ
モ
）

竹所

古民家再生のムラ
４
月
４
日
c
か
ら
新
し
い
保
育
園
バ

ス
が
走
り
出
し
ま
し
た
。
バ
ス
の
名
前

は
「
ば
る
う
ん
号
」。空
に
向
か
っ
て
浮

か
ぶ
バ
ル
ー
ン
の
よ
う
に
元
気
に
楽
し

く
保
育
園
へ
行
け
る
よ
う
に
と
い
う
願

い
を
込
め
て
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
貝
野

保
育
園
・
倉
俣
保
育
園
・
清
津
峡
保
育

園
の
閉
園
に
伴
い
、
遠
く
か
ら
の
園
児

を
送
迎
し
て
い
ま
す
。
バ
ス
の
な
か
は

園
児
用
に
シ
ー
ト
が
小
さ
く
設
計
さ

れ
、
外
側
に
は
か
わ
い
ら
し
い
動
物
の

絵
な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
バ
ス
に

は
添
乗
員
が
付
き
、
運
転
手
と
と
も
に

安
全
に
送
迎
を
行
っ
て
い
ま
す
。

走ってます！保育園バス

４
月
７
日
f
か
ら
中
里
老
人
セ
ン
タ
ー
で
学
童
保
育
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
当
日
は
７
人
の
児
童
が
学
校
放
課
後
、
中
里

老
人
セ
ン
タ
ー
へ
。
初
め
て
の
こ
の
日
、「
こ
こ
へ
来
る
と
き

は
〝
た
だ
い
ま
〞
と
言
っ
て
入
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
、

指
導
員
か
ら
あ
い
さ
つ
や
学
童
保
育
の
中
で
の
注
意
な
ど
が
話

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
参
し
た
お
弁
当
を
み

ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
食
べ
、
保
護
者
が
迎
え
に
来
る
夕
方
ま
で

宿
題
を
し
た
り
自
由
に
遊
ん
だ
り
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

放課後児童健全育成事業�

　　　（学童保育）スタート�

放課後児童健全育成事業�

　　　（学童保育）スタート�

学
童
保
育
っ
て
？

た
め
に
、
家
庭
に
代
わ
り
保
育
を
行
う
も
の
で
す
。

十
日
町
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画
に
目
標
事
業

と
し
て
か
か
げ
て
お
り
、
希
望
者
が
多
い
こ
と
か
ら
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

学
童
保
育
は
、
保
護
者
が
働
い
て
い
て
放
課
後
の
健
全
育
成
が
十
分
保
障
さ
れ
な
い
小
学

校
１
〜
３
年
生
の
児
童
に
対
し
て
、
平
日
の
放
課
後
や
学
校
休
業
日
の
児
童
の
生
活
を
守
る

放
課
後
な
ど
に
家
庭
で
保
護
者
が
留
守
に
な
る
た
め
、

学
童
保
育
を
利
用
し
た
い
場
合
は
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

十
日
町
市
中
里
支
所

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

1
７
６
３
―
３
１
２
１

み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に

お
昼
ご
は
ん

子どもたちを乗せる「ばるうん号」

中
里
で
も
雪
解
け
と
と
も
に
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
作
品
制
作
が
始
ま
り
ま
す
。
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
や
こ
へ
び
隊（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

と
い
っ
し
ょ
に
作
品
作
り
を
し
ま
せ
ん

か
？

《
協
働
制
作
の
一
部
紹
介
》

■
半
田
真
規
作
品

「
ブ
ラ
ン
コ
は
ブ
ラ
ン
コ
で
は
な
く
」

概
要
‥
竹
の
ブ
ラ
ン
コ
を
約
20
基
作
り
ま

す
。

場
所
‥
倉
俣
地
区

制
作
期
間
‥
５
月
上
旬
か
ら
約
１
か
月
間

■
中
澤
克
巳
作
品

「F
lo
a
tin
g
B
a
m
b
o
o

」

概
要
‥
上
下
左
右
に
湾
曲
す
る
竹
垣
を
制

作
し
遊
歩
道
を
整
備
し
ま
す
。

場
所
‥
本
屋
敷
慈
眼
寺
裏

制
作
期
間
‥
４
月
下
旬
〜
５
月
中
旬

■
芝
裕
子
作
品

「
大
地
の
ぐ
る
ぐ
る
」

概
要
‥
渦
巻
状
の
ワ
ラ
の
ト
ン
ネ
ル
を
作

り
ま
す
。

場
所
‥
東
田
尻
内
清
津
川
河
川
敷

制
作
期
間
‥
５
月
上
旬
〜

こ
の
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
や
作
品
作
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

詳
細
は
地
域
振
興
課
自
治
振
興
係
（
1
７

６
３
―
３
１
１
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

４
月
29
日
-
か
ら
、
ま
つ
だ
い
農
舞
台
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
春
の
新
企
画
、
「
野
の
彩
り
―
里
の

花
４
人
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
英
国
ガ
ー
デ
ナ

ー
ズ
・
ワ
ー
ル
ド
・
ラ
イ
ブ
２
０
０
３
な
ど
数

多
く
の
栄
冠
を
受
賞
さ
れ
て
い
る
角
田
葉
子
さ

ん（
日
本
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
協
会
代
表
委
員
）

や
、
第
３
回
大
地
の
芸
術
祭
に
も
参
加
す
る
松

岡
真
澄
さ
ん
な
ど
、
日
本
を
代
表
す
る
植
物
画

家
４
人
の
作
品
約
70
点
を
展
示
し
ま
す
。
ど
れ

も
、
こ
の
地
域
の
今
の
時
期
に
合
わ
せ
た
植
物

を
厳
選
し
て
い
て
、
技
巧
を
凝
ら
し
た
４
人
の

独
特
な
表
現
に
よ
り
、
繊
細
な
表
情
と
緻
密
な

生
命
の
営
み
が
鑑
賞
で
き
ま
す
。

ま
た
、
会
期
中
に
高
橋
八
十
八
さ
ん
（
福

島
）
・
五
十
嵐
江
美
子
さ
ん
（
小
荒
戸
）
に
よ

る
、
植
物
の
解
説
や

押
し
花
教
室
も
開
催

し
ま
す
。
見
て
、
作

っ
て
、
学
べ
る
春
色

い
っ
ぱ
い
の
農
舞
台

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●野の花スケッチ（要予約）
日時：５月21日A午後０時30分～３時

内容：作家とともに山野草のスケッチをします。

料金：大人1,000円、中学生以下300円（入館料含)

●押し花のしおりづくり（随時受付）
日時：６月の毎週日曜日 正午～午後3時

内容：山野草を採集して、押し花のしおりを作ります。

料金：300円

関連イベント（会場：農舞台２階）

農舞台「野の彩り―里の花４人展」�

―細密画によって魅せる草花の世界―

会
期：

４
月
29
日
_
〜
７
月
９
日
A

い
よ
い
よ
始
ま
る
！
大
地
の
芸
術
祭

〜
約
16
作
品
が
中
里
を
盛
り
上
げ
ま
す
〜
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水沢中学校3年１組 10

「こんにちはー」。校門をくぐると元気のいい

生徒たちが出迎えてくれます。校舎に掲げられ

た「めざせあいさつ日本一」の看板は、明るい

水沢中学校生徒の象徴。代々この伝統が受け継

がれているのも、生徒たち自らが率先して、あ

いさつ運動を推進しているからです。３年生は

２クラス63人、最後の中学校生活に悔いを残

さないよう、今年も全速で突っ走っていきます。

４
月
は
出
会
い
の
月
で
す
。
市
役

所
に
も
、
18
人
の
新
人
が
入
り
ま
し

た
。
将
来
の
十
日
町
市
を
背
負
っ
て

立
て
る
よ
う
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
し
、
育
て
る
責
任
が
私
た
ち

に
負
わ
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
、
気
を

引
き
締
め
て
い
ま
す
。

県
職
員
、
警
察
官
、
先
生
な
ど
、

市
民
と
か
か
わ
り
の
深
い
皆
様
も
多

数
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
市
も
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
、
新
し
く
赴
任
し
た

皆
様
と
意
思
疎
通
を
図
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
新
人
も
新
た

に
赴
任
し
た
皆
さ
ん
も
、
長
く
同
じ

職
場
で
働
く
私
た
ち
に
新
鮮
な
刺
激

や
違
っ
た
見
方
を
示
し
て
く
れ
て
、

楽
し
く
あ
り
が
た
い
も
の
で
す
。

４
月
は
ま
た
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

の
月
で
す
。
帰
省
し
た
家
族
と
に
ぎ

や
か
に
過
ご
し
た
り
、
年
賀
状
を
見

て
自
分
の
人
と
な
り
を
振
り
返
る
元

旦
と
は
違
い
、
役
所
に
勤
め
る
も
の

に
と
っ
て
は
、
自
然
に
新
た
な
力
が

わ
い
て
く
る
思
い
で
す
。

年
度
始
め
に
当
た
っ
て
、
市
長
が

職
員
に
訓
示
し
た
「
現
地
を
見
よ
、

現
場
に
本
質
あ
り
」
「
市
民
と
の
信

頼
関
係
を
築
け
」
「
迷
っ
た
と
き
は

市
民
の
立
場
で
考
え
よ
」
な
ど
を
、

初
心
に
帰
っ
て
実
行
し
よ
う
と
気
持

ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
４
月
は
お
花
見
の
月
で
す
。

私
の
私
的
な
グ
ル
ー
プ
で
も
、
幹
事

役
は
今
年
の
花
見
を
い
つ
に
す
べ
き

か
悩
ん
で
い
ま
す
。
気
象
庁
も
開
花

宣
言
を
出
し
た
り
、
桜
前
線
が
ど
こ

ま
で
来
た
と
発
表
し
た
り
と
、
毎
年

同
じ
こ
ろ
同
じ
よ
う
に
咲
く
桜
が
話

題
に
な
る
こ
の
ご
ろ
で
す
。
数
学
者

の
藤
原
正
彦
氏
は
著
書
『
国
家
の
品

格
』
の
中
で
、
「
日
本
人
は
、
桜
の

花
が
咲
く
こ
の
３
、
４
日
に
無
常
の

価
値
を
置
く
。
た
っ
た
の
３
、
４
日

に
命
を
か
け
て
潔
く
散
っ
て
い
く
桜

の
花
に
人
生
を
投
影
し
、
そ
こ
に
他

の
花
と
は
別
格
の
美
し
さ
を
見
出
し

て
い
る
」
と
日
本
人
の
自
然
に
対
す

る
感
性
の
鋭
さ
を
示
し
、
誇
る
べ
き

も
の
と
訴
え
て
い
ま
す
。
奇
麗
な
花

び
ら
の
ま
ま
散
る
桜
は
、
確
か
に
他

の
花
と
は
別
格
で
、
お
酒
に
も
合
い

ま
す
よ
ね
。

今
か
ら
ず
ー
っ
と
昔
の
こ
と
、

十
日
町
の
あ
る
と
こ
ろ
に
貧
し
い

バ
サ
と
ア
ニ
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

あ
る
と
き
、
ア
ニ
は
伊
勢
参
り
に

出
か
け
ま
し
た
。

国
境
の
峠
に
さ
し
か
か
る
と
美

し
い
娘
が
近
づ
い
て
き
て
、
い
っ

し
ょ
に
伊
勢
ま
で
連
れ
て
行
っ
て

ほ
し
い
と
言
い
ま
し
た
。
「
宿
賃

二
人
分
払
う
か
ら
ど
う
し
て
も
連

れ
て
っ
て
」と
せ
が
ま
れ
た
の
で
、

ア
ニ
は
二
人
旅
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

伊
勢
参
り
を
済
ま
せ
、
ま
た
二

人
が
出
会
っ
た
峠
ま
で
戻
っ
て
き

た
の
で
、
ア
ニ
が
「
は
ち
ゃ
の
」

と
言
っ
て
別
れ
よ
う
と
す
る
と
、

娘
が
、
「
ア
ニ
さ
ん
の
ヨ
メ
に
し

て
…
」
と
言
い
ま
し
た
。
ア
ニ
に

異
存
の
あ
ろ
う
は
ず
も
な
く
、
二

人
は
夫
婦
に
な
り
、
バ
サ
も
大
喜

び
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
ア
ニ
は
ヨ
メ
恋
し

さ
の
あ
ま
り
山
仕
事
に
も
い
か
ず
、

片
と
き
も
離
れ
よ
う
と
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
ほ
と
ほ
と
困
っ
た
ヨ
メ

は
、
自
分
の
似
顔
絵
を
書
い
て

「
こ
れ
を
持
っ
て
っ
て
」
と
ア
ニ

に
渡
し
、
山
仕
事
に
送
り
出
し
ま

し
た
。

ア
ニ
は
ヨ
メ
の
似
顔
絵
を
木
に

し
ば
り
つ
け
て
、
で
れ
〜
っ
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
風
が
吹
い
て
似

顔
絵
は
ど
っ
か
へ
飛
ん
で
行
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
ア
ニ
は
家
に
飛

ん
で
帰
り
ま
し
た
が
、
ヨ
メ
の
姿

が
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ニ
に
あ
い
そ

を
つ
か
し
て
実
家
へ
帰
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。
よ
く
見
る
と
、
障

子
を
三
針
縫
っ
て
糸
を
長
く
つ
け

た
針
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
ま
し
た
。

バ
サ
が
「
そ
ら
、
三
針
の
国
、

糸
長
の
長
者
の
と
こ
ろ
に
い
る
て

こ
と
だ
が
な
」
と
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
ア
ニ
は
、
必
死
の
思
い
で

三
針
の
国
、
糸
長
の
長
者
の
家
を

探
し
、
よ
う
や
く
た
ど
り
着
き
ま

し
た
。
ヨ
メ
も
「
よ
く
来
ら
い
た

ね
」と
喜
ん
で
迎
え
入
れ
ま
し
た
。

長
者
の
家
の
座
敷
に
は
弓
が
あ

り
ま
し
た
。
弓
な
ど
見
た
こ
と
の

な
い
ア
ニ
が
珍
し
が
っ
て
遊
ん
で

い
る
う
ち
に
、
う
っ
か
り
矢
が
飛

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

翌
日
大
き
な
山
鳥
が
射
ら
れ
て

木
の
下
に
落
ち
て
い
る
の
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
ア
ニ
は
弓
の
名
人

だ
と
ほ
め
ら
れ
ま
し
た
。
夜
中
に

ま
た
弓
で
遊
ん
で
い
て
、
う
っ
か

り
矢
を
放
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

す
る
と
翌
朝
、
金
蔵
の
入
口
で
矢

に
射
ら
れ
た
泥
棒
が
倒
れ
て
い
ま

し
た
。

「
十
日
町
の
ム
コ
は
弓
の
神
様

だ
」
と
あ
が
め
ら
れ
、
ア
ニ
は
バ

サ
も
呼
ん
で
ヨ
メ
と
三
人
で
幸
せ

に
暮
ら
し
ま
し
た
。

〈
十
〉

その10

旧
松
代
町
の
中
央
に
位
置
し
て
お
り
、
四

方
を
山
に
囲
ま
れ
中
央
を
渋
海
川
が
流
れ
て

い
ま
す
。
春
と
秋
の
冷
え
込
ん
だ
朝
は
渋
海

川
の
水
面
か
ら
水
蒸
気
が
立
上
り
霧
が
発
生

し
ま
す
。
芝
峠
温
泉
か
ら
雲
海
に
す
っ
ぽ
り

と
覆
わ
れ
て
見
え
る
の
が
こ
の
地
区
で
す
。

古
く
は
、
北
国
街
道
の
高
田
（
上
越
市
）

と
三
国
街
道
の
塩
沢
（
南
魚
沼
市
）
を
結
ぶ

松
之
山
街
道
の
宿
場
街
と
し
て
栄
え
て
き
ま

し
た
。
上
杉
謙
信
は
関
東
出
陣
の
た
め
幾
度

と
な
く
こ
の
地
を
往
復
し
ま
し
た
。

現
在
で
は
そ
の
松
之
山
街
道
を
な
ぞ
る
よ

う
に
ほ
く
ほ
く
線
が
走
り
、
宿
場
街
だ
っ
た

松
代
に
も
『
ま
つ
だ
い
駅
』
が
で
き
、
毎
日

利
用
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
つ
だ
い

駅
に
は
多
目
的
施
設
の
ま
つ
だ
い
ふ
る
さ
と

会
館
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、
国
道
２
５
３
号

の
バ
イ
パ
ス
化
に
伴
い
、
『
道
の
駅
ま
つ
だ

い
』
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
駅
の
駐
車
場
に
は
、
ほ
く
ほ
く
線
発

祥
の
地
と
刻
ま
れ
た
記
念
碑
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
６
年
こ
ろ
か
ら
松
代
集
落
の
柳
常
次
氏

が
冬
期
間
の
交
通
を
確
保
す
る
た
め
に
鉄
道

の
誘
致
活
動
を
始
め
た
の
が
ほ
く
ほ
く
線
の

始
ま
り
で
す
。
昭
和
43
年
に
工
事
は
着
工
さ

れ
ま
し
た
が
、
途
中
国
鉄
再
建
法
の
施
行
で

工
事
が
一
時
中
断
し
、
ま
た
鍋
立
山
ト
ン
ネ

ル
が
大
変
な
難
工
事
と
な
っ
た
た
め
、
全
線

開
通
は
平
成
９
年
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
は
駅
南
口
に
、
ま
つ
だ
い
雪
国
農
耕

文
化
村
セ
ン
タ
ー
『
農
舞
台
』
が
建
て
ら
れ
、

現
代
ア
ー
ト
の
玄
関
口
と
し
て
も
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
駅
周
辺
の
里
山
に
は
大
地

の
芸
術
祭
で
設
置
さ
れ
た
ア
ー
ト
作
品
が
数

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
電
車
を
遅

ら
せ
れ
ば
、
十
分
現
代
ア
ー
ト
に
触
れ
て
帰

る
事
が
で
き
ま
す
。

20

・松　代
・池　尻
・千　年
・太　平
・小荒戸
・菅　刈
・松代田沢

松代地区
（旧松代町）

宮
沢
大ひ

ろ

志ゆ
き

さ
ん
│
│
ぼ
く
た
ち
１
組
32
人
は
、

全
員
仲
が
よ
く
ま
と
ま
り
の
あ
る
ク
ラ
ス
で
す
。

部
活
や
委
員
会
で
も
、
協
力
し
な
が
ら
う
ま
く

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。
み
ん

な
負
け
ず
嫌
い
な
せ
い
か
、
部
活
の
目
標
は
高

く
全
国
制
覇
で
す
。
で
も
、
そ
の
前
に
出
場
を

し
な
き
ゃ
い
け
な
い
で
す
ね
。
９
月
の
体
育
祭

で
は
２
組
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
ク
ラ
ス
目
標

の
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
第
一
」
で
挑
み
ま
す
。

栗
原
弘
幸
先
生
│
│
明
朗
で
友
だ
ち
に
思
い
や

り
の
あ
る
生
徒
た
ち
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
自

立
し
て
自
ら
考
え
行
動
し
、
社
会
に
出
て
貢
献

で
き
る
よ
う
に
進
ん
で
い
こ
う
と
、
み
ん
な
で

話
し
て
い
ま
す
。
水
沢
中
に
は
55
年
ほ
ど
前
か

ら
地
域
の
皆
さ
ん
と
生
徒
た
ち
で
、
枝
打
ち
や

下
草
刈
な
ど
の
保
全
を
行
な
っ
て
い
る
学
校
林

が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
、
地
域
の
支
え
が
素
直

な
生
徒
た
ち
を
育
ん
で
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。



定期講座参加者募集�

市報とおかまち『だんだん』平成18年4月25日号市報とおかまち『だんだん』平成18年4月25日号 1617

平成18年豪雪写真展（東北電力・新潟日報社主催）が、

クロス10で開催されています。会場には新潟日報に掲載さ

れた写真43点が展示され、来場者は一枚一枚じっくりと眺

めていました。中でも、十日町市土倉（２月５日aに積雪

533㎝を観測）の雪下ろしの風景は、ロシアのウラジオスト

ク市の新聞にも掲載され、豪雪のすごさを世界に発信しま

した。会場を訪れた女性は「この写真を見ていると、みん

なで小学校の雪下ろしをした昭和20年の豪雪を思い出しま

す」と話していました。豪雪写真展は５月30日cまで公開

されます。

４
月
８
日
g
、
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
、
お
は
な
し
の
会
ふ
き
の
と
う
（
角

谷
幸
江
代
表
）
主
催
の
、
木
の
実
と
雪
で
遊
ぶ

「
田
島
征
三
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
絵
本
作
家
田
島
征
三
さ
ん
の

「
絵
本
原
画
展
」
が
同
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

て
い
る
の
に
合
わ
せ
て
、
「
自
然
の
素
材
を
使

っ
て
感
じ
た
ま
ま
を
表
現
し
よ
う
」
と
行
わ
れ

た
も
の
で
、
約
50
人
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
木
の
実

を
雪
の
上
に
並
べ
て
作
品
を
作
り
、
歓
声
を
あ

げ
て
い
ま
し
た
。

平成18年豪雪を写真で振り返る

絵
本
作
家
と
あ
そ
ん
だ
よ

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（1
757─3111内線213）へ、お気軽にお
寄せください。

新作きもの美の競演

市内織物メーカーが春の新作などを発表する、十日町きものフェス

タ2006（十日町織物工業協同組合主催）が、４月10日b～15日

gにクロス10で開催されました。振
ふり

袖
そで

や訪問着、留
とめ

袖
そで

、付
つけ

下
さげ

・着
き

尺
じゃく

・

羽織・コート、紬
つむぎ

絣
かすり

、帯、スタイリングの６部門に22社から152点の

出品がありました。10日b～14日fには全国の卸や小売による審査

と消費者によるユーザー審査が行われ、その結果、経済産業大臣賞に

は島善織物㈱の「春秋燦
さん

々
さん

」が、ユーザー大賞には吉澤織物㈱の特選

絞り友禅振袖「桃山」が選ばれました。一般公開となった15日g、

会場に並ぶ色彩豊かな新作きものの数々が、市内外から訪れた約

1,300人の人たちを魅了していました。

緊張感キリリ　新入社員セミナー

社会人としての基本的なマナーと心構えを学んでもらお

うと４月５日d、クロス10で新入社員実務基礎セミナー（十

日町商工会議所主催）が開催されました。このセミナーは毎

年４月、十日町市や津南町の企業の新入社員などを対象に開

催されているもので、この日も43社91人が参加しました。

開講にあたり、吉澤愼一十日町商工会議所会頭は「仕事は人

間関係のネットワークビジネスです。上司や先輩から基本を

学ぶという素直な気持ちを大切にしてほしい」と歓迎のあい

さつを述べました。また、参加した市内企業に勤務する柄澤

直美さん（21歳）は「いろんな業種の人たちと交流ができ

て勉強になります。まず言葉遣いから注意したいです」と緊

張の面持ちで受講していました。
緊
急
特
命

バ
ン
ガ
ロ
ー
救
出
作
戦
！

雪
上
車
に
20
分
揺
ら
れ
て
た
ど
り
着
い
た
大

厳
寺
高
原
。「
確
か
こ
こ
ら
へ
ん
に
あ
っ
た
は

ず
」
…
「
あ
っ
た
！
」
一
人
の
職
員
が
見
据
え
た

先
に
、
切
り
妻
屋
根
の
一
部
が
見
え
ま
し
た
。

こ
の
季
節
、
松
之
山
支
所
で
は
ス
キ
ー
か
ら

春
の
観
光
へ
の
移
行
準
備
の
た
め
、
職
員
た
ち

が
バ
ン
ガ
ロ
ー
な
ど
の
観
光
施
設
の
掘
り
出
し

作
業
を
行
い
ま
す
。

４
月
６
日
e
、
高
さ
５
メ
ー
ト
ル
は
あ
る
バ

ン
ガ
ロ
ー
の
屋
根
は
ま
だ
雪
の
下
。
だ
か
ら
、

雪
下
ろ
し
じ
ゃ
な
く
て
掘
り
出
し
で
す
。
雪
下

に
ん
じ
ん
な
ら
ぬ
雪
下
バ
ン
ガ
ロ
ー
、
甘
味
は

増
し
た
か
な
？
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コース 曜日・時間 回数 開講日 定員 参加費 内　　容　（講師）

英 会 話

（昼）

英 会 話

（夜）

焼 き 物

洋画入門

野の花・

山の花

フルート

申込み・問合せは、中央公民館（1757－5011）へ。

第１・３水曜日

午後１時30分～

通年

20回
５月17日d 25人 2,500円

中学校教科書を使って、実用的な英会

話を学びます。（岡村美佐子先生）

毎週火曜日

午後７時30分～

10月
まで
22回

５月16日c 25人 2,500円
中学校程度の実用的な英会話を学びます。

（スニル・シャルマ先生）

毎週火曜日

午後７時～

10月
まで
23回

５月16日c 20人 2,500円
誰でも作れる陶芸の基礎からろくろ引き、

窯たきまで。（高野秋規先生）

第１・３木曜日

午後７時～

通年

20回
５月18日e 20人 2,500円

スケッチから油絵入門まで。将来の目

標は市展出品です。（小林順二先生）

第２・４火曜日

午後７時～

11月
まで
15回

５月９日c 20人 2,000円
焼かないで固まる樹脂粘土を使って、
季節の野山の花を作ります。初めての
人でもできます。（阿部ムツ子先生）

第１・３土曜日

午後７時30分～

通年

22回
５月13日g 20人 2,500円

初級フルートの講座。初めての方には

ドレミから指導します。（大渕敦子先生）
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▼
児
童
手
当
は
、
養
育
者
か
ら
の
申
請
が

な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
市
役
所
保

険
年
金
課
年
金
係
ま
た
は
各
支
所
市
民

生
活
課
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。（
公
務

員
は
勤
務
先
へ
。）

▼
小
学
校
５
・
６
年
生
の
児
童
の
手
当
お

よ
び
所
得
制
限
緩
和
に
よ
る
手
当
に
つ

い
て
は
、
平
成
18
年
９
月
30
日
ま
で
に

申
請
さ
れ
た
場
合
に
限
り
平
成
18
年
4

月
分
ま
で
を
上
限
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支

給
さ
れ
ま
す
。（
た
だ
し
、
９
月
以
前
に

支
給
要
件
に
あ
て
は
ま
っ
た
月
分
に
限

り
ま
す
。）

▼
平
成
18
年
10
月
１
日
以
降
の
申
請
に
つ

い
て
は
、
請
求
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支

給
と
な
り
ま
す
。

▼
小
学
校
３
年
生
以
下
の
お
子
様
の
分
は
、

現
行
ど
お
り
請
求
月
の
翌
月
分
か
ら
の

支
給
と
な
り
ま
す
。

①
現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
方

▼
支
給
対
象
年
齢
児
童
の
い
る
方

→

「
認
定
請
求
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

▼
「
認
定
請
求
書
」
は
、
平
成
18
年
9
月

29
日
f
ま
で
に
所
定
の
項
目
を
記
入
し

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

▼
小
学
校
５
・
６
年
生
の
児
童
の
い
る
方

→

　
５
月
末
に
「
現
況
届
」
と
と
も
に

「
額
改
定
請
求
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

▼
「
現
況
届
」
は
平
成
18
年
６
月
30
日
f

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
「
額
改
定
請
求
書
」
は
、
平
成
18
年
９

月
29
日
f
ま
で
に
所
定
の
項
目
を
記
入

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
該
当
児
童
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
６

月
末
こ
ろ
ま
で
に
請
求
書
が
届
か
な
い

場
合
は
、
お
手
数
で
も
左
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

十日町市役所保険年金課年金係
1757-3111（内線167･168）

川西支所市民生活課保険年金係
1768-4956

中里支所市民生活課保険年金係
1763-2513

松代支所市民生活課保険年金係
1597-2001

松之山支所市民生活課保険年金係
1596-3152

【お問い合わせ先】

児
童
手
当
が
拡
充
さ
れ
ま
す

■
児
童
手
当
を

受
給
す
る
に
は
？

■
手
続
き
方
法
は
？

【お問い合わせ先】

対象年齢

改　　正　　前 改　　正　　後

小学校３年生修了まで

※９歳到達後最初の3月31日まで

小学校６年生修了まで

※12歳到達後最初の3月31日まで

第１・２子 5 , 0 0 0円
第３子以降 10 , 0 0 0円

同　　　左

２月・６月・10月 同　　　左

所得限度額

（単位：万円）

手当月額

支 払 月

扶養親族
等 の 数

０人

１人

２人

３人

国民年金
加 入 者

301.0

339.0

377.0

415.0

厚生年金
等加入者

460.0

498.0

536.0

574.0

扶養親族
等 の 数

０人

１人

２人

３人

国民年金
加 入 者

460.0

498.0

536.0

574.0

厚生年金
等加入者

532.0

570.0

608.0

646.0

仲
間
づ
く
り
を
し
な
が
ら
、
楽
し

く
子
育
て
を
し
ま
せ
ん
か
。
※
保
育

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
有
●
日
時
＝
５
月
〜

19
年
３
月
の
毎
月
第
１
火
曜
日
午
前

10
時
〜
11
時
●
会
場
＝
中
央
公
民
館

●
対
象
＝
４
か
月
〜
１
歳
未
満
の
乳

児
と
保
護
者
●
参
加
費
＝
無
料
●
定

員
＝
10
人
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
５

月
１
日
b
ま
で
に
中
央
公
民
館
（
1

７
５
７
│
５
０
１
１
）

新
緑
の
季
節
。
ご
み
の
な
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
参
加
く
だ
さ
い
。
清
掃
後
メ
ー

ン
会
場
で
花
の
苗
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や

賞
品
多
数
の
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
＝
５
月
14
日
a
午
前
９
時
〜

11
時
●
集
合
＝
妻
有
大
橋
付
近
河
川

敷
（
メ
ー
ン
会
場
）
●
実
施
場
所
＝

各
町
内
、
国
道
、
駅
前
な
ど
●
問
合

せ
＝
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係
（
内

線
１
５
７
）

山
菜
料
理
バ
イ
キ
ン
グ
や
山
菜
採

り
体
験
な
ど
、
里
山
の
恵
み
を
た
ん

能
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
●
日
時
＝
５

月
４
日
（
国
民
の
休
日
）
午
前
10
時

30
分
〜
●
場
所
＝
仙
田
体
験
交
流
館

キ
ラ
リ
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
仙
田

体
験
交
流
館
キ
ラ
リ
（
1
７
６
１
│

２
０
０
８
）
※
山
菜
採
り
体
験
は
４

月
30
日
a
ま
で
に
要
予
約

名
物
水
ば
し
ょ
う
汁
と
地
酒
で
春

を
満
喫
し
ま
せ
ん
か
。
●
日
時
＝
５

月
５
日
（
子
ど
も
の
日
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
●
会
場
＝
野
口
水
ば
し

ょ
う
公
園
●
問
合
せ
＝
川
西
観
光
協

会
（
1
７
６
８
│
４
９
５
１
）

旬
の
山
菜
を
味
わ
い
な
が
ら
、
在

京
十
日
町
会
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深

め
ま
せ
ん
か
。
●
日
時
＝
５
月
20
日

g
午
後
０
時
30
分
〜
●
場
所
＝
ラ
ポ

ー
ト
十
日
町
●
会
費
＝
５
、
０
０
０

円
（
当
日
徴
収
）
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
５
月
12
日
f
ま
で
に
観
光
交
流

課
（
1
７
５
７
│
３
１
０
０
）

●
日
時
＝
５
月
７
日
a
・
14
日
a
・

21
日
a
・
28
日
a
午
前
11
時
〜
11
時

45
分
●
会
場
＝
ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら

™

ら
（
ユ
ー
モ
ー
ル
２
階
）
●
入
場

料
＝
大
人
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下

１
０
０
円
●
【
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
】
●
日
時
＝
５
月
20
日

g
午
後
６
時
30
分
〜
●
問
合
せ
＝
中

里
公
民
館
（
1
７
６
３
│
２
４
９
３
）

●
日
時
＝
４
月
29
日
（
み
ど
り
の
日
）

〜
７
月
９
日
a
午
前
10
時
〜
午
後
６

時
※
月
曜
日
休
館
●
会
場
＝
ま
つ
だ

い
農
舞
台
●
入
館
料
＝
５
０
０
円
・

小
・
中
学
生
以
下
３
０
０
円
●
参
加

作
家
＝
松
岡
真
澄
・
石
井
満
由
美
・

石
川
美
枝
子
・
角
田
葉
子
●
問
合
せ

＝
ま
つ
だ
い
農
舞
台
（
1
５
９
５
│

６
１
８
０
）

地
震
に
よ
り
破
損
し
た
国
宝
の
修

理
の
完
了
を
記
念
し
て
お
披
露
目
展

示
し
ま
す
。
●
日
時
＝
５
月
２
日
c

〜
６
月
４
日
a
※
月
曜
日
休
館
●
会

場
＝
博
物
館
●
入
館
料
＝
３
０
０
円

（
中
学
生
以
下
無
料
）
●
問
合
せ
＝

博
物
館
（
1
７
５
７
│
５
５
３
１
）

●
日
時
＝
４
月
27
日
e
〜
５
月
28
日

a
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
※
水
曜
日

定
休
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
休

ま
ず
営
業
）
●
会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
●

入
館
料
＝
大
人
３
０
０
円
・
中
学
生

１
０
０
円
・
小
学
生
以
下
無
料
●
問

合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
1
７
５
２
│
０

１
１
７
）

健
康
づ
く
り
、
体
力
づ
く
り
の
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
●
日
時
＝
５

月
13
日
g
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
●

会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
●
参
加
費
＝
５
０

０
円
（
保
険
料
含
む
）
●
内
容
＝
高

齢
者
向
け
・
親
子
向
け
の
運
動
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
指
導
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

な
ど
体
力
や
年
齢
に
応
じ
た
メ
ニ
ュ

ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
1
７
５

２
│
０
１
１
７
）

●
日
時
＝
４
月
27
日
e
〜
７
月
９
日

a
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
※
火
曜
日

休
館
●
会
場
＝
「
森
の
学
校
」
キ
ョ

ロ
ロ
●
入
館
料
＝
大
人
５
０
０
円
、

小
・
中
・
高
校
生
３
０
０
円
、
幼
児

無
料
●
問
合
せ
＝
「
森
の
学
校
」
キ

ョ
ロ
ロ
（
1
５
９
５
│
８
３
１
１
）

●
日
時
＝
５
月
４
日
（
国
民
の
休
日
）

午
後
２
時
〜
●
会
場
＝
枯
木
又
地
区

交
流
施
設
の
っ
と
こ
い
●
参
加
費
＝

無
料
●
問
合
せ
＝
山
田
栄
（
1
７
５

９
│
２
３
１
７
）

開
館
10
周
年
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を

飾
る
展
覧
会
で
す
。
当
館
未
所
蔵
の

星
襄
一
作
品
を
中
心
に
、
新
た
に
寄

贈
さ
れ
た
資
料
を
加
え
展
覧
中
で
す
。

●
日
時
＝
６
月
４
日
a
ま
で
の
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
入
館
は
４

時
30
分
ま
で
）
※
毎
週
火
曜
日
休
館

●
会
場
＝
星
と
森
の
詩
美
術
館
●
入

館
料
＝
５
０
０
円
（
小
・
中
学
生
２

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
○
ら

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
定
期
投
影

第
６
回
仙
田
山
菜
ま
つ
り

キ
ナ
ー
レ
運
動
教
室

子
育
て
支
援
事
業

す
こ
や
か
ラ
ン
ド

春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

野
口
水
ば
し
ょ
う
ま
つ
り

第
４
回
山
菜
を
味
わ
う
会

国
宝
お
披
露
目
展
示

キ
ナ
ー
レ
き
も
の
歴
史
館

庭
野
泰
明
〜
染
め
の
世
界
〜

ま
つ
だ
い
農
舞
台

里
の
花
４
人
展

「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ

松
之
山
野
鳥
展

星
と
森
の
詩
美
術
館

星
襄
一
作
品
展
〜
八
千
代
市

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
と
も
に
〜

Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
「
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま

っ
し
ょ
い
」
敷
村
良
子
講
演
会
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０
０
円
）
●
問
合
せ
＝
星
と
森
の
詩

美
術
館
（
1
７
５
２
│
７
２
０
２
）

体
を
動
か
す
こ
と
の
楽
し
さ
と

「
走
る
」「
跳
ぶ
」「
投
げ
る
」
の
基

本
的
な
動
き
を
、
陸
上
競
技
遊
び
を

通
し
て
学
び
ま
す
。
●
日
時
＝
５
月

〜
３
月
ま
で
の
毎
月
第
２
・
４
土
曜

日
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
●
会

場
＝
陸
上
競
技
場
（
雨
天
時
は
総
合

体
育
館
）
●
対
象
＝
小
学
生
●
参
加

費
＝
３
、
０
０
０
円
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
十
日
町
市
陸
上
競
技
協
会
・

高
井
（
1
７
６
３
│
３
０
０
５
）

【
小
学
生
無
料
開
放
】

●
日
時
＝
５
月
５
日
（
子
ど
も
の
日
）

●
対
象
＝
小
学
生

【
小
学
生
水
泳
教
室
の
開
催
】

●
日
時
＝
５
月
13
日
g
・
20
日
g
・

27
日
g
午
後
４
時
〜
●
会
場
＝
ひ
だ

ま
り
プ
ー
ル
●
対
象
＝
小
学
生
●
参

加
費
＝
７
０
０
円
※
入
館
料
別
途
必

要
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
５
月
８
日

b
ま
で
に
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
（
1
７

６
８
│
４
８
８
０
）

硬
式
テ
ニ
ス
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
＝
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
〜

正
午
●
会
場
＝
総
合
体
育
館
●
参
加

費
＝
入
会
金
３
、
０
０
０
円
、
月
会

費
２
、
０
０
０
円
※
１
か
月
無
料
体

験
可
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
滝
沢

（
1
７
５
７
│
０
８
９
６
）

５
月
〜
３
月
ま
で
親
子
で
自
然
観

察
や
体
験
学
習
を
楽
し
み
ま
す
。

１
回
目
は
「
山
野
の
草
花
を
楽
し
も

う
」
で
、
自
然
観
察
や
山
菜
採
り
を

し
ま
す
。
●
期
日
＝
５
月
14
日
a
午

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
●
対
象
＝

小
学
校
１
〜
３
年
生
の
親
子
●
参
加

費
＝
年
会
費
１
、
０
０
０
円
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
中
央
公
民
館
※
随
時

受
付
（
1
７
５
７
│
５
０
１
１
）

ど
ん
な
布
で
も
、
ど
ん
な
デ
ザ
イ

ン
で
も
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間
＝
６
月
１
日
e
〜
30
日

f
●
テ
ー
マ
＝
フ
リ
ー
●
参
加
資
格

＝
特
に
な
し
（
個
人
・
グ
ル
ー
プ
と

も
可
）
●
参
加
料
＝
作
品
１
点
に
つ

き
１
、
０
０
０
円
（
保
険
料
な
ど
）

●
作
品
送
付
先
・
問
合
せ
＝
〒
９
４

８
│
０
０
０
３
十
日
町
市
本
町
６
│

１
ク
ロ
ス
10
内
十
日
町
観
光
協
会

「
き
も
の
の
街
の
キ
ル
ト
展
事
務
局
」

（
1
７
５
７
│
３
３
４
５
）

昨
年
ス
タ
ー
ト
し
た
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
で
す
。
新
会
員
を
募

集
し
ま
す
。
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

十
日
町
観
光
協
会
（
1
７
５
７
│
３

３
４
５
）

【
観
光
ガ
イ
ド
説
明
会
】

●
日
時
＝
５
月
16
日
c
午
前
10
時
〜

●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10

４
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
１
期

及
び
介
護
保
険
料
第
１
期
の
納
付
月

で
す
。
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
＝
税
務
課
・
保
険
年
金
課

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
４

日
（
国
民
の
休
日
）

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
＝
毎
週
火
曜
日

●
博
物
館
＝
毎
週
月
曜
日
※
１
日
b

は
開
館

●
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
31
日
d

●
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
毎
月
第
２
・

４
水
曜
日

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
対
象
＝
第
１
子
・
第
２
子
を
養
育

し
、
第
３
子
以
降
に
出
生
し
た
子
を

養
育
す
る
父
ま
た
は
母
●
祝
金
の
額

＝
対
象
子
１
人
に
つ
き
５
万
円
●
申

請
期
限
＝
対
象
子
の
出
生
か
ら
６
か

月
以
内
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
市
民

生
活
課
市
民
係
（
内
線
１
５
３
）

●
対
象
＝
十
日
町
市
民
と
婚
姻
し
た

外
国
人
配
偶
者
の
両
親
（
両
親
が
死

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド

亡
し
て
い
る
場
合
は
兄
弟
）
●
限
度

額
＝
１
人
に
つ
き
３
万
円
以
内
※
１

回
の
申
請
で
２
人
ま
で
●
申
請
期
限

＝
対
象
者
が
当
市
に
滞
在
し
て
い
る

間
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
市
民
生
活

課
市
民
係
（
内
線
１
５
３
）

十
日
町
市
行
政
創
造
プ
ラ
ン
（
行

政
改
革
大
綱
）
に
掲
げ
た
職
員
数
の

目
標
を
達
成
す
る
た
め
、「
市
職
員

定
員
適
正
化
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
計
画
は
、
常
勤
の
一
般
職
員
数

を
５
年
間
で
57
人
削
減
し
平
成
22
年

度
に
は
７
０
９
人
に
す
る
内
容
で
、

部
門
別
に
年
次
計
画
を
定
め
て
い
ま

す
。
４
月
１
日
現
在
の
職
員
数
は
７

４
９
人
で
、
昨
年
と
比
べ
17
人
減
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
達
成
状
況
を

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
●
問
合

せ
＝
総
務
課
人
事
係
（
内
線
２
１
７
）

ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
は
、
ツ
ツ
ガ
ム
シ

病
リ
ケ
ッ
チ
ア
と
い
う
病
原
体
を
持

っ
た
ダ
ニ
の
幼
虫
に
刺
さ
れ
る
と
感

染
し
ま
す
。
治
療
が
遅
れ
る
と
生
命

に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
症

状
に
気
付
い
た
ら
、
す
ぐ
に
医
師
の

診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
●
症
状
＝

①
特
有
の
刺
口
が
見
ら
れ
る
②
リ
ン

パ
節
が
は
れ
る
③
１
〜
３
週
間
高
熱

が
続
く
④
皮
膚
の
発
疹
※
潜
伏
期
間

は
１
〜
２
週
間
●
予
防
方
法
＝
山
林

や
草
む
ら
で
は
①
肌
を
出
さ
な
い
②

衣
類
を
地
面
に
置
か
な
い
③
休
息
や

用
便
を
し
な
い
④
防
虫
ス
プ
レ
ー
な

ど
を
利
用
す
る
●
問
合
せ
＝
十
日
町

地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部
地
域
保
健

課
（
1
７
５
７
│
２
４
０
０
）

17
年
度
の
情
報
公
開
及
び
個
人
情

報
保
護
制
度
の
実
施
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
総
務
課
文

書
統
計
係
（
内
線
２
１
５
）

※
部
分
公
開
は
、
個
人
に
関
す
る
情

報
な
ど
を
公
開
し
な
か
っ
た
も
の
で

す
。
※
決
定
に
対
す
る
異
議
申
立
て

は
２
件
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
つ
い

て
、
実
施
機
関
が
行
っ
た
十
日
町
市

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会

へ
の
諮
問
に
対
す
る
答
申
は
、
２
件

と
も
実
施
機
関
の
決
定
を
妥
当
と
す

る
も
の
で
し
た
。

登
下
校
時
の
児
童
の
安
全
や
、
大

型
店
な
ど
の
駐
車
場
内
で
の
車
上
荒

ら
し
の
警
戒
の
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
●
期
間
＝
４

月
10
日
b
〜
10
月
31
日
c
の
朝
夕
●

委
託
業
者
＝
㈱
北
陸
保
全
●
問
合
せ

＝
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係
（
内
線

１
５
１
）

●
対
象
者
＝
①
ア
ス
ベ
ス
ト
が
原
因

と
な
る
肺
が
ん
や
中
皮
腫
に
か
か
っ

て
い
る
人
②
３
月
26
日
ま
で
に
こ
れ

ら
の
病
気
が
原
因
で
死
亡
し
た
人
の

遺
族
●
給
付
内
容
＝
医
療
費
の
自
己

負
担
分
・
療
養
手
当
な
ど
※
詳
し
く

は
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
●
必
要
書
類

＝
①
印
か
ん
②
住
民
票
の
写
し
③
診

断
書
④
申
請
用
紙
（
③
④
は
問
合
せ

先
に
配
置
）
●
申
請
受
付
場
所
・
問

合
せ
＝
十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福

祉
部
（
十
日
町
保
健
所
）（
1
７
５
７

│
２
４
０
０
）

「
わ
か
む
ら
さ
き
」
の
会
で
は
、

児
童
に
着
付
け
を
教
え
て
い
ま
す
。

家
庭
で
眠
っ
て
い
る
き
も
の
が
あ
れ

ば
ご
寄
贈
く
だ
さ
い
。
●
種
類
＝

紬
・
絣
●
届
け
先
＝
５
月
31
日
d
ま

で
に
生
涯
学
習
課
（
中
央
公
民
館
内
）

●
問
合
せ
＝
田
口
節
子
（
1
７
５
２

│
２
２
２
２
）

地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
５
８
条

第
12
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り

委
託
し
ま
す
。「
十
日
町
市
北
部
地

域
農
村
総
合
広
場
の
使
用
料
の
収
納

事
務
を
十
日
町
市
北
部
地
域
農
村
総

合
広
場
管
理
組
合
に
委
託
す
る
。
委

託
期
間
は
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で
と
す
る
。」

【
市
報
お
わ
び
と
訂
正
】

４
月
10
日
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
①
13
ペ
ー
ジ
の
入
浴
施
設
の
中

で
、
羽
根
川
荘
と
平
成
園
の
電
話
番

号
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。
正
し
く

は
、
羽
根
川
荘
７
５
２
│
５
４
３

４
・
平
成
園
７
５
８
│
３
９
２
４
で

す
。
②
16
ペ
ー
ジ
の
教
育
事
務
所
の

松
代
事
務
所
と
松
之
山
事
務
所
の
職

員
（
所
長
・
次
長
）
の
名
前
が
反
対

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
③
28
ペ
ー
ジ

の
花
道
の
講
師
は
富
井
美
和
子
さ
ん

で
は
な
く
正
し
く
は
富
井
美
知
子
さ

ん
の
誤
り
で
し
た
。
以
上
お
わ
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

よい歯の子 住 所　　保護者

本庁で3月の３歳児健診を受けた子39人

むし歯のないよい歯の子

（松代）

（千歳町１）

（貝ノ川）

（四日町新田２）

（新宮１）

（四日町中原）

（新保）

（稲葉）

（北新田３）

（北新田１）

（新座３）

（馬場４）

（山本町４）

（寿町１）

（新光寺）

（新宮第２）

（馬場４）

（宮下町東）

（袋町中）

（北新田３）

（錦町1）

（田中町本通り）

（新座３）

（南新田町３）

勝也

誠

誠

大介

敏晴

竹雄

陽子

正暁

勇人

隆洋

博之

生代道

利男

直志

順也

裕二

等

義弘

義文

広史

松男

重雄

尊継

正幸

市 川 真
ま

大
ひろ

中 林 樹
いつ

輝
き

上 村 珠
み

央
お

伊 藤 　 蓮
れん

村 山 　 健
けん

福 原 綾
あや

乃
の

長 谷 川 友
とも

弥
や

児 玉 栞
かん

奈
な

高 野 将
しょう

伍
ご

吉 田 和
かず

希
き

江 村 　 澪
れい

金 澤 里
り

英
え

葉 葺 太
たい

洋
よう

小 林 蒼
そう

万
ま

山 田 み す ず

波 形 栞
しお

里
り

鈴 木 幹
かん

大
た

福 原 大
たい

成
せい

山 口 茉
ま

莉
り

香
か

‡ 永 里
り

歩
ほ

尾 身 海
かい

知
ち

田 口 茉
ま

莉
り

子
こ

白 井 琢
たく

真
ま

福 原 顕
あき

恭
やす

４月の交通事故発生状況 （ ）内は1月からの累計

「自転車にも切符強化」安全速度の励行
５月は、自転車の安全な利用と安全速度の

励行強化月間です。警察庁は、4月６日に高

齢者の死亡事故抑止を重点目標に「交通安全

対策推進プログラムを策定しました。重点対

策には、急増が目立つ自転車走行中の信号無

視や酒酔い運転には、刑事処分の対象となる

交通切符（罰金）を積極的に適用することに

しています。

５月の交通安全キャンペーン

年

18年

17年

発生件数

22（64）

27（63）

死者数

1（1）

0（0）

負傷者数

30（82）

42（85）

５
月
の
休
館
日

支
え
ま
す

あ
な
た
の
未
来
を

税
金
が

４
月
の
納
税
・
納
付

き
も
の
を
ご
寄
贈
く
だ
さ
い

十
日
町
テ
ニ
ス
協
会

レ
デ
ィ
ー
ス
部
員
募
集

２
０
０
６
き
も
の
の
街
の

キ
ル
ト
コ
ン
テ
ス
ト

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
広
場

ド
キ
ド
キ
ラ
ン
ド
参
加
者
募
集

「
十
日
町
交
流
ガ
イ
ド
の
会
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

Ｔ
Ａ
Ｃ
陸
上
競
技
教
室

外
国
人
配
偶
者
の
両
親
な

ど
の
来
市
・
滞
在
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

第
３
子
以
降
の
出
生
に

祝
金
を
支
給
し
ま
す

ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
か
ら
の

お
知
ら
せ

市
職
員
定
員
適
正
化

計
画
を
策
定
し
ま
し
た

情
報
公
開
及
び
個
人
情
報

保
護
制
度
の
実
施
状
況

ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
に
注
意
！

使
用
料
の
収
納
事
務
の
委
託

地
域
安
全
・
交
通
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
を
始
め
ま
し
た

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の

給
付
制
度
を
始
め
ま
す

情　　報　　公　　開 個人情報の開示

請求

件数

決定状況

開示 非開示

請求

件数

決　定　状　況

公開 部分公開 非公開 不保有
実施機関

5

2

2

5

－

1

3

1

19

3

2

2

1

－

－

3

1

12

2

－

－

4

－

1

－

－

7

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

17

－

－

3

1

－

－

－

21

17

－

－

3

1

－

－

－

21

－

－

－

－

－

－

－

－

－

総 務 課

福 祉 課

市民生活課

教育委員会

保険年金課

都市計画課

環境衛生課

観光交流課

合 計



▼
「
世
界
で
不
易
（
不
変
）
の
も
の
は
水
平

線
。
世
界
か
ら
不
易
の
価
値
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
地
域
に
な
ろ
う
」。大
地
の
芸
術
祭
を

企
業
人
の
立
場
で
応
援
す
る
福
武
聰
一
郎
さ

ん
の
こ
と
ば
で
す
（
Ｐ
２
〜
３
）。「
そ
ん
な

大
そ
れ
た
…
」
と
聞
き
流
す
の
は
簡
単
で
す

が
、
時
代
の
流
れ
は
「『
壊
し
て
作
る
』
か
ら

『
昔
か
ら
あ
る
も
の
を
生
か
す
』」「
都
市
主
役

か
ら
地
域
主
役
」
へ
と
確
実
に
動
い
て
い
ま

す
。
気
張
ら
な
く
て
も
「
世
界
を
め
ざ
す
」

こ
と
は
十
分
可
能
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

何
よ
り
も
、「
大
地
の
芸
術
祭
」「
本
気
で
応

援
し
て
く
れ
る
大
勢
の
人
」
と
い
う
「
世
界

に
つ
な
が
る
」
価
値
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を

生
か
さ
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
楽

し
み
、
そ
し
て
考
え
ま

し
ょ
う
。「
第
３
回
の
成

果
が
地
域
の
将
来
を
決

め
る
」と
い
う
思
い
で
。

期 日

市報とおかまち『だんだん』平成18年4月25日号市報とおかまち『だんだん』平成18年4月25日号 2223

▼
事
務
室
の
窓
か
ら
見
え
る
千
歳
公
園
の
桜

に
も
小
さ
な
つ
ぼ
み
が
つ
き
始
め
ま
し
た
。

以
前
取
材
に
行
っ
た
と
き
に
「
雪
に
負
け
ず

毎
年
花
を
咲
か
せ
る
、
た
く
ま
し
さ
と
や
さ

し
さ
を
持
っ
た
桜
の
よ
う
に
育
っ
て
ほ
し
い

か
ら
こ
の
子
に
〝
さ
く
ら
〞
と
名
づ
け
ま
し

た
」
と
話
し
て
く
れ
た
女
性
が
い
ま
し
た
。

63
年
ぶ
り
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
帰
国
し
た
元

日
本
兵
の
上
野
さ
ん
も
「
日
本
の
桜
が
見
た

い
」
と
話
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
最
近
は
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
に
も
人
気
の
「
桜
」
ソ
ン
グ
。

そ
ん
な
魅
力
一
杯
の
桜
の
開
花
も
も
う
す
ぐ

で
す
。

▼
合
併
１
年
目
の
去
年
は
、
行
動
範
囲
が
ぐ

ん
と
広
が
り
、
公
私
と
も
に
新
し
い
出
会
い

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
大
地
の

芸
術
祭
も
あ
る
こ
と
だ

し
、
去
年
以
上
に
新
し

い
発
見
を
求
め
て
取
材

に
か
け
回
り
ま
す
。 ●心配ごと相談

会場：社会福祉協議会（本所・支所）

時間：午後１時30分～４時

▽十日町本所　毎週木曜日 ※４日（国民の休日）を除く

▽松之山支所 9日C ▽松代支所 12日F

▽中里支所　 19日F ▽川西支所　23日C

●高年齢者職業相談
毎週月～金曜日午前９時～午後５時

※３日、４日、５日_は休み　

会場：高年齢者職業相談室（サンクロス十日町内）

おおむね45歳以上が対象です

●定例行政相談
毎月第２金曜日　午前10時～午後３時

会場：市民相談室・行政相談室

●法律相談 電話で市民生活課市民係へ要予約

毎週木曜日　※４日（国民の休日）を除く

午後１時30分～４時

会場：市民相談室・行政相談室

●定例社会保険・年金相談
毎月第２・第４木曜日　

午前10時～正午、午後１時～３時

会場：クロス10

2006年5月 May2006年5月 May

●健康相談 保健師による相談

期 日 会　　場 受付時間

8日B・22日B 十日町保健センター

新座コミュニティセンター

大井田コミュニティセンター

川治公民館

吉田就業改善センター

山谷集会所

川西保健センター

羽根川荘

水沢公民館

平成園

松之山支所

松代活性化センター

中条公民館

北原集落センター

下条公民館

上新田自治会館

中里総合センター

午前9時30分～11時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～11時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時～午後4時

午前9時30分～11時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前8時30分～午後5時

午前9時～11時

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時～11時

※健康手帳のある人はご持参ください。

問合せ 社会福祉協議会1750-5010

9日C

11日E

19日F

30日C

22日B

事 業 名 期 日 受付時間 対象児

３歳6か月児
健　診

1歳6か月児
健　診

24日D 午後1時
～1時30分

18年1月
生まれの
乳　児

17日D 午後1時
～1時30分

17年7月
生まれの
乳　児

４か月児
健　診

10日D 午後1時
～1時30分

16年11月
生まれの
幼　児

2歳6か月児
身体測定

17日D
15年11月
生まれの
幼　児

10か月児
健　診

18日E 午後1時
～1時30分

14年11月
生まれの
幼　児

午前9時
～９時30分

●乳幼児健診 ●離乳食教室

●ちびっこひろば

◎対象の期日に受診できなかったときは、住んでいる本
庁または各支所へ連絡してください。

◎３歳６か月児健診前に検査セットを送りますので、届
かない人は本庁へ連絡してください。

◎会　場…十日町保健センター（十日町市役所となり）

◎持ち物…母子健康手帳、問診票、
フッ素塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）
視聴覚アンケート（３歳６か月児のみ）
着替えやおむつなど必要なもの

ふれあいの場を提供します。

●日　時　９日C・16日C・23日C・30日C

午前10時～11時

●対　象　３歳未満児とその保護者

●会　場　市民体育館

●申込み・問合せ　中央公民館　1757-5011

（優）

25日E

26日F

（わ）

●国保診療所臨時休診
【川西診療所】 31日Dの午後は休診となります。

大坪医院 四日町新田2 757-6100

医療機関名期 日 住　所 電話番号 医療機関名期 日 住　所 電話番号

3日_

4日_

5日_

●休日救急医

田中外科医院 田中町本通り 752-2403

山口医院 袋町中 752-2174

上村病院 田中 763-2111

石川医院 津南町 766-2061

中条病院 北原 757-3018

なかよしランド

読み聞かせ、手遊びなどを行います。

●日　時　11日E 午前10時～11時

●対　象　乳幼児とその保護者

●会　場　情報館

●問合せ　情報館　1750-5100

おはなしたまてばこ

読み聞かせ、パネルシアターなどを行います。

●日　時　20日G 午後３時～４時

●会　場　情報館

●問合せ　情報館　1750-5100

どんぐりおはなしのへや

●心の健康相談

●申込み・問合せ

健康支援課成人保健係（内線126）または、

十日町地域振興局健康福祉部地域保健課

1 7 5 7 - 2 4 0 0

●全血献血

対象児と内容 開　催　日

会　　場　十日町保健センター

受付時間　午前９時45分～午前10時

直接会場にお越しください

11日E

対象児と内容 開　催　日

会　　場　川西保健センター

受付時間　午前９時45分～午前10時

直接会場にお越しください

対象地域　川西・松代・松之山

19日F

●日　時　19日F

●会場と受付時間

①㈱宇都宮製作所　午前９時30分～11時

②㈱シルクワーク　午後０時30分～午後３時30分

●問合せ　健康支援課地域医療係（内線127）

小林内科医院 中町 752-7155

14日A

7日A

21日A

28日A

倉俣診療所 芋川 763-2147

大熊内科医院 山本町1 752-7066

山口医院 下条中央通り 755-2003

２か月～４か月児

離乳食準備～前期

６か月～９か月児

離乳食中期～後期

9日C 午後２時～４時
松代在宅介護
支援センター

本田医師
（中条第二）

23日C 午後２時～４時 工房なかさと
奈良医師
（中条第二）

時　間 会　場 医　師
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